
●　テーマ　●

ベトナムの習慣と信仰を古典文学に探る
Classical Literature as a Source of Vietnam Faith and Convention 

2012 年 1 月 17 日（火）

●　発表者　●

グエン ティ オワイン

NGUYEN Thi Oanh

ベトナム社会科学院　准教授

国際日本文化研究センター　外国人研究員

Associate Professor, Vietnam Academy of Social Sciences
Visiting Research Scholar, International Research Center for Japanese Studies



発表者紹介

グエン ティ オワイン

NGUYEN Thi Oanh

ベトナム社会科学院　准教授

国際日本文化研究センター　外国人研究員

Associate Professor, Vietnam Academy of Social Sciences

Visiting Research Scholar, International Research Center for Japanese Studies

略　　歴

平成 16 年 10 月	 博士（文学、ハノイ師範大学）

平成 22 年 11 月	 ベトナム社会科学院　准教授

平成 23 年 6 月	 国際日本文化研究センター　外国人研究員（～平成 24 年 6 月）

著書・論文等

『錦亭詩選集』（社会科学出版社、2011 年）

『国史遺編』（社会科学出版社、2010 年）

『日本霊異記』（ベトナム語訳、文学出版社、1999 年）

「ベトナムと日本との外交関係──漢喃研究所が所蔵している文献を中心に」（『アジア

文化と琉球』2010 年）

Peter Kornicki and Nguyen Thi Oanh, “The lesser learning for women and other texts for 

Vietnamese women: A bibliographical and comparative study,” Asian Studies, Cambridge 

Universtity Press, 2009.（英語）

「ベトナムの漢文説話における「鬼退治」のモチーフに関する比較研究」（『世界文学の

中の日本文学――物語の過去と未来』第 32 回国際日本文学研究集会会議録、人間文

化研究機構国文学研究資料館、2008 年）

「『日本昔話事典』について」（『文学研究』10 号（428）、2007 年）

「ベトナム漢文説話における「雷神退治」のモチーフについての比較研究」（『アジア遊学』

114（特集東アジアの文学圏）、勉誠出版、2008 年）

「漢字・字喃研究院所蔵文献」（清水政明訳、『文学』第 6巻第 6号、2005 年）



1

　
　
　
　

ベ
ト
ナ
ム
の
習
慣
と
信
仰
を
古
典
文
学
に
探
る

　

 

　
　
　

は
じ
め
に

　

日
本
や
朝
鮮
（
韓
国
を
含
む
）
と
同
様
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
表
記
文
字
と
し
て
漢
字
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
古
典
文
学
と
は
、
漢
字
・
字

チ
ュ
ー
ノ
ム

喃
で
書
か
れ
た
古
い
文
学
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
漢
字
が
ベ
ト

ナ
ム
に
伝
来
し
た
時
期
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
し
た
文
献
は
い
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
考
古
資

料
に
よ
る
と
、
紀
元
前
二
〇
七
─
一
三
七
年
に
は
既
に
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
格
的

に
ベ
ト
ナ
ム
人
が
勉
学
や
記
録
の
手
段
と
し
て
漢
字
を
使
う
よ
う
に
な
る
の
は
紀
元
後
で
す
。
七
世
紀
か

ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
漢
語
・
漢
字
が
除
々
に
広
ま
り
始
め
、
十
世
紀
半
ば
に
中
国
か
ら
独
立
し
た
後
も
、

依
然
と
し
て
民
族
文
化
の
保
存
と
発
展
に
有
効
な
記
録
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

十
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
漢
字
は
、
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
文
化
的
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面

を
映
し
出
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
民
族
は
、
質
量
と
も
に
充
実
し
た
漢
字
・
字
喃
文
献
を
残
し
て
き
て
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お
り
、
こ
れ
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
精
神
文
化
を
理
解
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
二
十
世
紀
に
な
る
と
、
表
記
の
た
め
の
文
字
と
し
て
、
漢
字
・
字
喃
に
代
わ
り
、
ク
オ
ッ
ク
グ
ー

（
国
語
）
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
漢
字
・
字
喃
が
使
え
る
人
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
漢
字
・
字
喃
で
記
さ
れ
た
文
献
は
古
典
と
見
な
さ
れ
、
こ
れ
を
現
代
ベ
ト
ナ

ム
語
に
翻
訳
し
て
古
典
文
学
の
教
科
書
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
古
典
文
学
研
究
の
主
要
な
対
象
は
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
・
漢ハ

ン
ノ
ム喃

研
究
院
の
図
書
館
が
所

蔵
す
る
漢
籍
お
よ
び
字
喃
書
籍
で
す
。
し
か
し
、
研
究
院
が
所
蔵
す
る
資
料
（
主
に
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院

（E.F.E.O

）
の
図
書
館
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
）
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
背
景

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
が
一
九
〇
一
年
に
図
書
館
を
設
立
し
た
後
、
古
書
買
上
政
策
と
写
本
作
業
に

よ
り
、
漢
喃
テ
キ
ス
ト
の
状
況
が
よ
り
複
雑
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
の
古
典
文
学
の
翻
訳
・
出
版
作
業
は
、
学
術
情
報
を
で
き
る
だ
け
早
く
提
供
す
べ
し
と
い
う
需
要

に
は
応
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
原
本
、
異
本
を
十
分
に
吟
味
し
な
い
ま
ま
に
出
版
す

る
こ
と
で
、
事
実
に
即
し
た
研
究
成
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
誤
解
が
起
こ
る
可
能
性
す

ら
あ
り
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
批
判
は
専
門
性
の
高
い
作
業
で
あ
り
、
研
究
に
基
づ
く
根
拠
が
必
要
と
さ
れ
、

漢
字
・
字
喃
が
読
め
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
と
い
う
類
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
現
在
、
ベ
ト
ナ
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ム
の
ほ
と
ん
ど
の
文
学
研
究
者
は
漢
字
・
字
喃
を
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
資
料
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
の

が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
正
確
か
つ
忠
実
に
現
代
ベ
ト
ナ
ム
語
で
漢

喃
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
す
。

　

本
研
究
の
中
心
と
な
る
『
嶺れ

い
な
ん
せ
き
か
い

南
摭
怪
』
は
、
李リ

ー

朝
、
陳

チ
ャ
ン

朝
期
（
一
一
─
一
四
世
紀
）
に
成
立
し
た
ベ
ト

ナ
ム
最
古
の
漢
文
説
話
集
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
神
、
聖
、
僧
、
異
類
な
ど
に
つ
い
て
の
説
話
二
十
二
編
が

収
め
ら
れ
て
お
り
、
竜
の
精
と
仙
人
の
結
婚
な
ど
の
、
雄

フ
ン
ヴ
ォ
ン

王
の
祖
先
に
関
す
る
話
、
殷
の
侵
略
軍
を
三
歳

の
子
供
が
巨
人
と
な
っ
て
打
ち
破
る
話
、
ま
た
、
山
の
精
と
水
の
精
が
争
う
話
な
ど
が
典
型
的
で
す
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
、
神
が
賊
を
平
定
し
、
国
難
を
除
く
手
助
け
を
し
、
こ
の
功
に
よ
り
神
が
位
階
を
奉
ら
れ

『嶺南摭怪』

（ベトナム社会科学院漢喃

研究院図書館蔵、A.2914）

る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
多
く
の
昔
話
は
『
嶺

南
摭
怪
』
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ

た
も
の
で
あ
り
、『
嶺
南
摭
怪
』
は
、

文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
や
習

慣
、
信
仰
な
ど
を
理
解
す
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
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言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

筆
者
は
十
年
前
か
ら
こ
の
『
嶺
南
摭
怪
』
を
研
究
し
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
十
五
の
異
本
を
収
集
・
校
訂

し
、
博
士
論
文
に
お
い
て
は
ど
れ
が
古
い
テ
キ
ス
ト
か
を
明
確
に
論
じ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
最
も
古
い
と

思
わ
れ
る
も
の
（
漢
喃
研
究
院
の
図
書
番
号
で
はA.2914

）
は
、
従
来
の
通
行
本
と
は
違
う
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
新
資
料
を
繙
き
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
習
慣
、
信
仰
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
発
表
で
は
『
嶺
南
摭
怪
』
以
外
の
テ
キ
ス
ト
も
、
漢
喃
研
究
院
が
所
蔵
す
る
資
料
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諺
と
歌
謡
は
『
ベ
ト
ナ
ム
人
の
民
間
文
学
総
集

（
１
）

』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
す
。

比
較
資
料
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集

（
２
）

』
（
本
朝
部
の
み
）
を
使
用
し
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
先
行
の
業
績
を
継
承
し
つ
つ
、
『
嶺
南
摭
怪
』
（A.2914

）
に
記
さ
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の

結
婚
式
、
正
月
行
事
、
葬
式
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
傘
円
山
伝
」
、

「
金
亀
古
伝
」
、
「
檳ビ

ン
ロ
ウ榔

古
伝
」
、
「
チ
ュ
ン
餅ビ

ン

古
伝
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
、
現
在

語
ら
れ
て
い
る
昔
話
と
比
較
し
て
ど
う
違
う
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
正
月

以
外
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
年
中
行
事
と
し
て
、
三
月
三
日
の
「
声
明
」
、
五
月
五
日
の
「
端
午
」
、
七
月

十
五
日
の
「
お
盆
」
、
八
月
十
五
日
の
「
中
秋
節
」
、
十
二
月
二
十
三
日
の
「
か
ま
ど
神
」
（
荒
神
）
、
十
二
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月
三
十
日
の
「
大
晦
日
」
な
ど
、
日
本
と
も
比
較
す
べ
き
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
言

及
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式
に
つ
い
て
も
古
典
資
料
か
ら
お
話
し
し
ま
す
が
、
図
版
が
な

い
た
め
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
葬
式
の
写
真
を
使
用
し
ま
す
。

　

比
較
対
象
は
主
に
日
本
で
す
が
、
い
ま
だ
勉
強
不
足
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
身
に
付
け
た
知
識
と
経
験

だ
け
を
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
葬
式
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
葬
列
に
類
似
し
た
も
の
と
し

て
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
葬
列
を
取
り
上
げ
、
比
較
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

一
　『
嶺
南
摭
怪
』『
雨
中
随
筆
』
か
ら
見
た
ベ
ト
ナ
ム
の
結
婚

　

結
婚
は
、
種
族
と
「
家
」
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
儀
礼
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
結

婚
儀
礼
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ン
・
ヂ
ン
・
ホ
ー
（Phạm

 Đ
ình H

ổ

）
（
一
七
六
八
─

一
八
三
九
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
雨
中
随
筆
』（
図
書
番
号A.127 （

３
）

9

）
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、

結
婚
式
を
初
め
て
行
っ
た
の
は
中
国
の
伏
羲
（
紀
元
前
二
八
〇
〇
年
）
で
、
結
婚
儀
礼
は
『
周
礼
』
と
『
礼

記
』
に
見
ら
れ
ま
す
。
『
雨
中
随
筆
』
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
結
婚
式
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
記
述
か
ら
あ
る
程
度
の
推
測
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

わ
が
国
に
は
、
王
公
、
卿
将
を
は
じ
め
、
官
職
、
庶
民
な
ど
上
中
下
の
皆
が
関
わ
る
婚
礼
の
儀
式
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が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
「
聞
名
」
（
名
前
を
聞
く
式
）
、
二
つ
目
は
「
納
聘
」
（
結
納
式
）
、
三

つ
目
は
「
親
迎
」
（
花
嫁
を
迎
え
る
式
、
つ
ま
り
結
婚
式
）
で
す
。
（
抄
訳
）

　

つ
ま
り
、
結
婚
儀
礼
に
は
三
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
嫁
の
名
前
を
聞
く
式
で
、
仲
人
が
嫁

の
家
に
行
き
、
嫁
の
名
前
と
誕
生
日
を
聞
い
た
上
で
婿
の
家
に
伝
え
る
も
の
、
次
は
結
納
式
で
、
婿
の
家

が
結
納
を
納
め
る
も
の
、
最
後
は
花
嫁
を
迎
え
る
、
つ
ま
り
結
婚
の
式
、
と
い
っ
た
段
階
で
す
。

　

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
一
般
的
な
結
婚
儀
礼
に
も
、
三
つ
の
式
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
嫁
の
家

族
へ
の
訪
問
式
で
す
。
二
つ
目
は
結
納
式
で
、
婿
の
家
族
が
嫁
の
家
族
に
要
求
さ
れ
た
結
納
を
持
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
両
方
の
家
族
が
親
戚
や
友
人
、
知
人
に
正
式
に
子
供
の
結
婚
を
発
表
し
ま
す
。
三
つ
目

は
結
婚
式
で
あ
り
、
伝
統
的
に
は
家
で
と
り
行
わ
れ
ま
す
。
訪
問
式
よ
り
結
納
式
の
方
が
正
式
な
も
の
で
、

ベ
ト
ナ
ム
の
結
婚
慣
習
の
特
徴
と
し
て
は
、
結
納
式
に
お
け
る
結
納
要
求
が
あ
り
ま
す
。

　

一
─
一
　
結
納
要
求
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か

　

結
納
要
求
に
つ
い
て
初
め
て
記
載
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
『
嶺
南
摭
怪
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
傘
円

山
伝
」
で
す
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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文
ヴ
ァ
ン
ラ
ン郎

国
（
ベ
ト
ナ
ム
古
代
の
国
）
第
十
八
代
雄フ

ン
ヴ
ォ
ン

王
に
は
、
娘
が
い
ま
し
た
。
名
を
媚
娘
と
い
い
ま

し
た
。
そ
の
美
し
い
娘
の
噂
は
遠
く
南
国
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
求
婚
し
て
く
る
男
性
が
多
か
っ
た

の
で
、
雄
王
は
婿
選
び
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
数
日
を
経
て
、
二
人
の
男
が
求
婚
に
来
ま
し
た
。

一
人
は
水
晶
と
い
い
、
も
う
一
人
は
山
晶
と
い
い
ま
し
た
。
王
は
二
人
の
才
芸
を
試
み
、
競
争
す
る

よ
う
要
求
し
ま
し
た
。
山
晶
が
山
を
指
す
と
、
山
が
忽
ち
崩
れ
ま
し
た
。
岩
に
入
っ
た
り
出
た
り
す

る
の
も
自
在
で
す
。
水
晶
が
水
を
吸
い
、
空
に
噴
く
と
水
が
忽
ち
風
、
雲
、
雷
、
電
に
化
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
み
た
雄
王
は
、
「
お
二
人
の
才
芸
は
い
ず
れ
も
見
事
で
あ
る
が
、
朕
に
は
娘
が
一
人
し
か
い

な
い
。
ど
な
た
に
嫁
を
や
る
べ
き
か
。
ど
な
た
か
先
に
結
納
を
納
め
た
方
が
勝
ち
と
し
よ
う
。
即
ち

嫁
を
や
ろ
う
」
と
言
い
ま
し
た
。
山
晶
が
先
に
来
て
媚
娘
を
嫁
に
し
、
傘
円
山
に
迎
え
て
、
夫
婦
に

な
り
ま
し
た
。
水
晶
は
遅
く
来
た
た
め
に
嫁
に
で
き
ず
、
こ
れ
を
怒
っ
て
、
水
族
を
連
れ
て
山
を
攻

撃
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
二
人
は
敵
同
士
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、
六
月
か
七
月
に
は
、
水
晶
が

洪
水
を
起
こ
し
て
、
山
晶
を
攻
撃
す
る
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
抄
訳
）

　

こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
治
水
の
思
想
を
反
映
し
た
伝
説
で
す
が
、
こ
こ
に
結
納
を
要
求
す
る
習
慣
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
結
納
要
求
の
習
慣
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
話
が
起
源
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
結
納
品
が
具
体
的
に
何
で
あ
っ
た
か
は
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
ま



8

せ
ん
が
、
後
世
に
成
立
し
た
昔
話
に
は
、
結
納
品
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

雄
王
は
「
九
つ
の
象
牙
の
象
、
九
つ
の
鶏
冠
を
持
つ
鶏
、
九
つ
の
紅
い
鬣
の
馬
」
と
言
っ
て
、
結

納
を
要
求
し
ま
し
た
。
山
晶
は
そ
れ
ら
を
簡
単
に
手
に
入
れ
、
い
ち
早
く
結
納
を
納
め
て
媚
娘
を
嫁

に
し
ま
し
た
が
、
水
晶
は
水
に
住
ん
で
い
る
か
ら
そ
れ
ら
を
準
備
す
る
の
が
難
し
く
、
結
納
を
届
け

る
の
が
遅
か
っ
た
の
で
、
嫁
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
抄
訳
）

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
次
の
よ
う
な
諺
が
あ
り
ま
す
。“C

on gái là con người ta, C
on dâu m

ới 

thực m
ẹ cha m

ua về”

「
娘
は
他
の
人
の
子
ど
も
だ
、
嫁
は
本
当
に
父
母
が
買
っ
た
子
ど
も
だ
」
（
つ
ま
り
、

娘
は
結
婚
後
、
実
家
の
こ
と
に
代
わ
り
、
婿
家
の
こ
と
に
責
任
を
持
つ
。
ま
た
、
婿
家
が
結
納
と
し
て
お
金
を

納
め
る
の
を
、
「
買
っ
た
」
と
た
と
え
る
）
。
こ
の
よ
う
に
、
結
納
は
昔
か
ら
求
婚
の
さ
い
に
必
要
で
し
た
。

婿
の
家
族
は
、
嫁
の
父
母
に
恩
返
し
を
す
る
た
め
に
、
婿
方
か
ら
嫁
方
へ
結
納
を
納
め
る
も
の
と
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
人
と
同
じ
く
、
結
納
は
家
柄
な
ど
に
よ
っ
て
品
目
、
数
量
が
異
な
り
ま
す
が
、
通
常
、
農
村

で
は
米
、
豚
、
酒
、
タ
バ
コ
、
檳ビ

ン
ロ
ウ榔

、
お
金
、
都
会
で
は
檳
榔
、「
夫
妻
」
と
い
う
餅
、
炒
っ
た
も
ち
米
、
茶
、

蓮
の
実
の
ジ
ャ
ム
、
タ
バ
コ
、
お
金
で
す
。
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一
─
二
　
結
納
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
何
か

　

結
納
の
金
額
や
内
容
は
家
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
檳ビ

ン
ロ
ウ榔

（
ヤ
シ
科
の
植
物
）
は
欠
か
せ
な
い
結
納

品
で
す
。

　

檳
榔
の
種
子
（
檳
榔
子
）
を
噛
む
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
４
）

。
檳
榔
に
つ
い
て
初
め
て
記
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
も
、『
嶺
南
摭
怪
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
檳

榔
古
伝
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

檳榔（左側実の部分）とキンマ（右側葉

の部分）（著者撮影、以下の写真も同じ）

　

「
檳
」
と
「
榔
」
は
両
親
を
早
く
に
亡
く
し
た
兄
弟
で
す
。
「
檳
」

は
兄
で
、
「
榔
」
は
弟
で
す
。
兄
弟
は
道
士
に
学
問
を
教
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
道
士
の
家
に
は
美
し
い
娘
が
い
ま
し
た
。
娘
は
二
人
の
兄

弟
を
見
て
、
ひ
と
目
で
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
は
兄
を
選
び
、

両
親
に
、
兄
に
求
婚
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。
両
親
の
同
意
を
得
て
、

彼
女
は
兄
と
結
婚
し
ま
し
た
。
最
初
は
三
人
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
が
、
弟
は
、
兄
が
妻
を
愛
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
分
に
対
し

て
昔
ほ
ど
優
し
く
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
い
や
に
な
っ
て
、
家
を
出

て
、
別
の
と
こ
ろ
に
行
こ
う
と
し
ま
し
た
。
途
中
に
河
が
あ
り
ま
し
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た
。
橋
も
な
く
、
船
も
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
弟
は
河

岸
に
座
り
込
み
、
泣
い
て
死
ん
で
し
ま
い
、
そ
し
て
檳

榔
の
木
に
な
り
ま
し
た
。
兄
は
弟
の
姿
が
見
え
な
い
の

で
、
早
速
探
し
に
行
き
、
そ
の
木
の
近
く
に
い
た
村
人

に
尋
ね
ま
し
た
。
兄
は
そ
の
木
が
弟
の
化
身
だ
と
知
る

と
、
木
の
根
に
頭
を
打
ち
つ
け
て
死
に
、
キ
ン
マ
の
蔓

に
な
っ
て
、
木
に
巻
き
付
き
ま
し
た
。
妻
は
夫
の
姿
が

見
え
な
い
の
で
、
探
し
に
行
き
、
兄
弟
が
化
身
し
た
檳

榔
と
キ
ン
マ
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
檳
榔
と
キ
ン
マ
の
由
来
を
聞
く
と
、
妻
も
ま
た
木
の
根
に
頭

を
打
ち
つ
け
て
死
に
、
石
に
な
り
ま
し
た
。
雄
王
が
各
地
を
巡
幸
し
た
と
き
、
檳
榔
と
キ
ン
マ
と
石

が
あ
る
と
こ
ろ
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
雄
王
は
村
人
に
こ
れ
ら
の
由
来
を
聞
き
、
三
人
の
家
族
の
愛

情
と
恩
義
に
感
動
し
ま
し
た
。
従
者
が
檳
榔
子
や
キ
ン
マ
の
葉
を
摘
み
取
り
、
一
緒
に
噛
ん
で
石
に

吐
く
と
、
唾
液
が
紅
く
な
り
ま
し
た
。
雄
王
は
、
「
今
後
、
祭
り
や
結
婚
式
な
ど
の
め
で
た
い
と
き
、

ま
た
、
葬
式
な
ど
の
悲
し
い
と
き
に
、
こ
れ
ら
を
儀
礼
の
品
と
し
て
採
用
す
る
よ
う
に
」
と
命
じ
ま

し
た
。
（
抄
訳
）

「檳榔」は欠かせない結納品
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一
九
六
〇
年
に
現
代
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
・
出
版
さ
れ
た
『
嶺
南
摭
怪
』（
漢
喃
研
究
院
図
書
番
号A.33

）

や
、
現
在
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
昔
話
と
比
較
す
る
と
、
異
な
る
の
は
三
人
の
化
身
で
す
。

一
九
六
〇
年
刊
の
方
で
は
、
亡
く
な
っ
た
弟
は
檳
榔
の
木
に
化
身
し
て
い
ま
す
（
こ
こ
で
挙
げ
た
話
と
同

じ
で
す
）
。
と
こ
ろ
が
、
蔓
に
な
っ
た
の
は
妻
の
方
で
、
夫
は
石
に
化
身
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
昔

話
の
方
で
は
、
弟
は
石
に
、
夫
は
檳
榔
の
木
に
、
妻
は
蔓
に
化
身
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
漢
文
説
話
と
字
喃
資
料
を
編
纂
す
る
時
に
、
時
代
に
よ
っ
て
多
く
の
編
纂
者
が
説
話
を
主

観
的
、
恣
意
的
に
改
め
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
『
嶺
南
摭
怪
』
の
編
集
者
は
「
男

尊
女
卑
」
的
な
封
建
思
想
を
持
っ
て
い
た
人
ら
し
く
、
亡
く
な
っ
た
夫
が
蔓
に
化
身
に
す
る
の
に
納
得
で

き
ず
、
恣
意
的
に
改
め
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
人
々
は
、
蔓
に
化
身
し
た
妻
が
檳
榔
の
木
に
化
身
し
た

弟
に
巻
き
付
く
の
が
納
得
で
き
ず
、
弟
を
石
に
化
身
さ
せ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
結
婚
式
、
葬
式
な
ど
で
檳
榔
と
キ
ン
マ
を
噛
む
よ
う
に
な
っ
た
由
来
は
、
こ
の
話
に
見
ら

れ
ま
す
。

　

一
─
三
　
婿
取
婚
の
習
慣

　

婿
取
婚
に
つ
い
て
初
め
て
記
載
さ
れ
た
本
も
、『
嶺
南
摭
怪
』
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
「
金
亀
古
伝
」

は
、
以
下
の
よ
う
な
話
で
す
。
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安
ア
ン
ズ
オ
ン陽

王
は
、
文
郎
国
第
十
八
代
雄
王
の
娘
と
の
結
婚
を
拒
ま
れ
た
蜀
王
の
孫
の
蜀
泮
で
、
紀
元
前

三
世
紀
に
文
郎
国
を
倒
し
て
甌

ア
ウ
・
ラ
ク貉

国
を
建
て
ま
し
た
。
王
は
金
亀
の
助
け
に
よ
り
、
コ
ー
ロ
ー
ア

（
ハ
ノ
イ
の
郊
外
）
に
築
城
し
、
金
亀
の
爪
で
神
弩
を
作
り
ま
し
た
。
南
越
の
趙

チ
ェ
ウ
・
ダ陀

（
南
越
初
代
の
王
）

が
ア
ウ
・
ラ
ク
国
に
侵
略
し
ま
し
た
が
、
そ
の
神
弩
の
た
め
に
敗
退
し
ま
し
た
。
趙
佗
は
安
陽
王
と

和
解
し
た
ふ
り
を
し
、
息
子
の
仲
水
に
王
女
媚
姝
へ
求
婚
さ
せ
ま
し
た
。
安
陽
王
は
趙
佗
の
姦
計
に

気
づ
か
ず
に
結
婚
に
同
意
し
、
吉
日
を
選
ん
で
結
納
を
受
け
、
婿
取
婚
式
を
行
い
ま
し
た
。
仲
水
は

妻
を
そ
そ
の
か
し
て
、
神
弩
を
偽
物
に
交
換
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
万
一
、
両
国
間
に
戦
争
が
起

こ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
と
仲
水
が
妻
に
聞
く
と
、
妻
は
「
分
か
ら
な
い
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起

こ
っ
た
ら
悲
し
く
な
る
」
と
答
え
て
泣
き
ま
し
た
。
仲
水
は
妻
に
、
「
鵝
鳥
の
羽
毛
で
作
っ
た
衣
を

着
て
行
き
、
鵝
鳥
の
羽
毛
を
抜
い
て
道
に
し
る
し
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
教
え
、「
両
親
を
訪
ね
る
」

と
言
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。
趙
佗
は
神
弩
を
持
っ
て
ア
ウ
・
ラ
ク
国
を
侵
略
し
、
安
陽
王
を
破
り
ま

し
た
。
安
陽
王
と
娘
が
海
ま
で
逃
げ
た
と
き
、
金
亀
が
現
れ
て
娘
の
過
失
を
告
げ
る
と
、
王
は
娘
を

斬
り
、
金
亀
に
導
か
れ
て
海
に
消
え
ま
し
た
。
娘
の
血
を
貝
が
吸
い
、
真
珠
と
な
り
ま
し
た
。
仲
水

は
道
に
鵝
鳥
の
羽
毛
の
し
る
し
を
追
い
、
海
岸
で
妻
の
死
を
嘆
き
、
コ
ー
ロ
ー
ア
城
の
井
戸
に
身
を

投
げ
ま
し
た
。
（
抄
訳
）
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こ
の
よ
う
な
悲
し
い
情
愛
の
話
は
、
後
世
の
人
々
を
憤
ら
せ
た
り
、
悲
し
ま
せ
た
り
し
ま
す
が
、
神
弩

が
失
わ
れ
、
国
が
破
ら
れ
た
理
由
は
趙
佗
の
姦
計
で
す
。
説
話
は
、
娘
と
仲
水
の
二
人
が
、
父
親
で
あ
る

趙
佗
の
文
郎
国
へ
の
侵
略
意
図
の
犠
牲
者
に
す
ぎ
な
い
と
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
は
昔
か
ら
、
婿
取
婚
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
話
は
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
書
『
大
越
史
記
全
書
』
の
「
外
紀
」
に
も
見
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
、

ハ
ノ
イ
の
郊
外
で
は
「
コ
・
ロ
ア
（Co Loa

）
」
と
い
う
、こ
の
話
に
関
連
す
る
歴
史
遺
跡
も
残
さ
れ
て
お
り
、

紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
に
は
婿
取
婚
の
習
慣
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
も
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の

国
境
に
住
む
少
数
民
族
の
間
で
は
婿
取
婚
の
習
慣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
嶺
南
摭
怪
』
の
「
一
夜

沢
伝
」
、
「
檳
榔
古
伝
」
説
話
に
も
女
性
が
男
性
に
直
接
求
婚
す
る
と
い
う
話
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ベ
ト

ナ
ム
で
は
昔
も
今
も
、
婿
取
婚
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
者
に
よ
る
と
、
日
本
に
も
こ
の
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
石
井
研
士
氏
は
、
「
源
頼
朝
は
養
女
に
し

た
姪
の
藤
原
義
保
女
の
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
き
に
、
慣
例
と
異
な
り
娘
の
献
上
を
申
し
出
て
い
る
。
結
局

は
公
家
の
伝
統
を
主
張
す
る
関
白
藤
原
兼
実
に
し
た
が
っ
て
婿
取
婚
と
な
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す

（
５
）

。
『
日

本
霊
異
記
』
上
三
十
一
お
よ
び
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
十
四
話
に
は
、
婿
取
婚
の
習
慣
が
見
ら
れ
ま

す
。「
聖
武
天
皇
の
代
、
吉
野
山
の
修
験
者
御
手
代
東
人
が
観
音
に
財
貨
と
美
女
を
祈
願
し
、冥
慮
に
か
な
っ

て
、
粟
田
の
三
位
の
娘
の
病
気
を
治
癒
し
て
妻
と
し
、
そ
の
死
後
は
妹
を
妻
と
し
て
お
お
い
に
富
み
栄
え
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た
話
」
の
よ
う
に
、
当
時
、
貴
族
の
娘
が
結
婚
す
る
と
き
に
は
、
夫
が
妻
の
家
へ
の
帰
属
を
容
認
す
る
こ

と
で
妻
の
家
の
財
産
を
得
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
嫁
取
婚
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
石
井
氏
が
「
一
般
社
会
が
封
建
的
主
従
制
の
影
響
を
受
け
、

夫
の
家
へ
の
妻
の
帰
属
を
容
認
し
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
と
お
り
で
、
ベ
ト
ナ

ム
で
も
後
に
は
、
嫁
取
婚
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
─
四
　
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
結
婚
式
事
情

　

（
一
）
仲
人
の
役
割

　

昔
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
「
男
女
授
受
不
親
」
（
つ
ま
り
、
男
女
は
直
接
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
と
い

う
観
念
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
伝
統
的
な
結
婚
式
は
日
本
と
同
じ
く
、
仲
人
が
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。
結
婚
が
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
第
三
者
に
よ
る
仲
介

の
結
果
と
な
る
と
、
当
然
、
仲
人
の
存
在
は
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
恋
愛
結
婚
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
昔
は
仲
人
が
必
要
で
し
た
。
た
だ
日
本
と
違
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
仲
人
は
結
婚
式
後
、
新
夫

婦
と
深
い
関
係
を
保
つ
こ
と
は
な
く
、
新
夫
婦
の
指
導
者
、
後
見
人
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
せ
ん
。“ Lắm

 

m
ối tối nằm

 không”

「
仲
人
が
た
く
さ
ん
い
て
も
、
結
局
、
一
人
寝
に
な
る
」
（
つ
ま
り
、
何
回
も
仲
人
に

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
が
、
結
局
結
婚
で
き
な
か
っ
た
）
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
結
婚
式
後
は
、
仲
人
の
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役
割
に
特
に
重
要
な
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

（
二
）
結
婚
と
家
柄

　

ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
婚
礼
に
は
、
「
門
当
戸
対
」
と
い
う
観
念
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
上
流
の
者

は
上
流
の
者
と
結
婚
し
、
ま
た
下
流
の
者
は
下
流
の
者
と
結
婚
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。“ N

ồi tròn úp 

vung tròn, nồi m
éo úp vung m

éo”

「
丸
い
鍋
に
は
丸
い
蓋
を
か
ぶ
せ
、
曲
が
っ
た
鍋
に
は
曲
が
っ
た
蓋

を
か
ぶ
せ
る
」
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
上
流
の
者
は
絶
対
に
下
流
の
者
と
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
上
流
の
者
と
結
婚
し
た
下
流
の
者
は
、“ Đ

ũa m
ốc m

à chòi m
âm

 son”

「
黴
の
生

え
た
箸
を
朱
塗
の
盆
に
置
く
」
と
た
と
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

（
三
）
婚
礼
の
日
取
り

　

ベ
ト
ナ
ム
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
は
、
夏
季
を
除
く
、
春
、
秋
、
冬
で
す
。
特
に
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
が
、

結
婚
式
が
多
い
月
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
十
月
は
神
無
月
と
い
っ
て
、
結
婚
式
を
挙
げ
る

こ
と
が
少
な
い
月
で
し
た
。

　

（
四
）
結
婚
式

　

昔
の
結
婚
式
は
、
身
分
に
よ
っ
て
様
式
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
上
流
の
者
の
結
婚
式
で
あ
れ
ば
、
婚

礼
の
当
日
、
花
嫁
は
婚
家
か
ら
の
迎
え
を
待
っ
て
実
家
の
門
内
か
ら
駕
籠
に
乗
り
、
婚
家
に
向
か
い
ま
し

た
。
庶
民
の
結
婚
式
で
あ
れ
ば
、
婚
礼
の
当
日
、
花
嫁
は
婚
家
か
ら
迎
え
に
き
た
花
婿
と
一
緒
に
、
実
家
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の
皆
と
婚
家
に
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
駕
籠
に
乗
り
婚
家
に
向
か
う
」
と
い
う
民
謡
が
あ
る

よ
う
に
、
昔
は
庶
民
も
駕
籠
に
乗
り
、
婚
家
に
向
か
う
習
慣
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

結
婚
式
が
行
わ
れ
る
前
に
は
、
占
師
に
吉
日
を
占
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
婚
礼
の
当
日
、
花
嫁

が
実
家
か
ら
婚
家
に
向
か
う
途
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
金
を
要
求
す
る
た
め
に
道
に
紐
を
張
り
、
行
列

を
阻
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
雨
中
随
筆
』
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。“ N

uôi lợn thì phải vớt 

bèo, Lấy vợ thì phải nộp cheo cho làng”

「
豚
を
飼
え
ば
餌
と
し
て
池
の
水
草
を
採
る
よ
う
に
、
結
婚
す

る
時
は
村
に
お
金
を
納
め
る
」
と
い
う
歌
謡
が
あ
る
よ
う
に
、
道
に
紐
を
張
っ
て
行
列
を
阻
止
す
る
こ
と

に
代
わ
り
、
娘
が
嫁
に
行
く
時
に
は
、
村
に
お
金
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、

納
め
ら
れ
た
お
金
で
村
に
道
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
地
に
居
住
し
て
い
る
少
数
民
族
の
中
に
は
、

日
本
と
同
じ
く
、
昔
、
婚
礼
の
際
に
花
嫁
を
略
奪
す
る
儀
式
を
行
っ
て
い
た
民
族
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
習
慣
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
た
い
て
い
、
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
の
は
午
後
で
し
た
。

同
じ
村
人
同
士
の
結
婚
が
多
い
た
め
、
婚
礼
の
当
日
、
婚
家
に
迎
え
ら
れ
た
花
嫁
は
い
っ
た
ん
実
家
に
戻

り
、
夜
八
時
ご
ろ
、
も
う
一
度
婿
の
家
か
ら
三
人
ぐ
ら
い
で
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
一
部
の
地
域
で

は
、
自
由
恋
愛
の
習
慣
が
な
く
、
新
婚
の
夜
、
新
夫
婦
が
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
無
事
に
子

ど
も
が
授
か
る
よ
う
に
、
五
、
六
歳
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
一
緒
に
床
入
り
す
る
習
慣
も
あ
り
ま
し
た
（
ハ

ノ
イ
省
、
ド
ン
ア
ン
県
、
ヅ
ク
テ
ュ
ー
社
、
ギ
ョ
ク
ロ
村
）
。
当
日
、
新
夫
婦
の
た
め
に
、
息
子
と
娘
が
両
方
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揃
っ
て
い
る
夫
婦
の
妻
に
来
て
も
ら
い
、
床
に
畳
を
敷
い
て
も
ら
う
習
慣
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
伝
統
的
な
結
婚
儀
礼
を
司
る
の
は
本
家
の
者
で
す
が
、
権
力
者
を
選
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
結
婚
式
は
、
花
嫁
花
婿
両
家
だ
け
で
は
な
く
、
村
を
あ
げ
て
の
一
大
行
事
で
す
の
で
、
近
所
の

主
婦
も
準
備
に
加
わ
り
、
赤
飯
を
炊
き
、
祝
料
理
を
用
意
し
ま
す
。
両
家
で
は
、
結
婚
の
お
祝
い
に
く
る

客
（
村
人
と
遠
来
の
客
）
の
た
め
に
、
盛
大
な
宴
会
を
催
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
客
は
祝
い
の
品
を
持
参
し
て
、

主
家
に
贈
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
お
祝
い
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
米
で
し
た
。
主
家
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
贈

ら
れ
た
品
を
メ
モ
し
て
、
次
に
そ
の
人
の
行
事
（
結
婚
式
、
お
葬
式
、
家
を
建
て
る
な
ど
）
が
あ
る
と
き
に
、

ま
た
同
じ
お
祝
い
を
も
っ
て
、
返
礼
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
お
祝
い
に
お
金
を
贈
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

（
五
）
適
齢
期

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
昔
は
た
い
て
い
十
五
歳
か
ら
十
六
歳
ぐ
ら
い
で
結
婚
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
平

均
結
婚
年
齢
二
十
四
歳
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
若
い
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
農
業
が
中
心
の
国
で
は
、

多
く
の
労
働
力
が
必
要
で
す
か
ら
、
早
め
に
嫁と

つ

ぐ
と
農
業
の
生
産
に
有
利
だ
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

（
六
）「
多
妻
」
制
度

　

“ C
hém

 cha cái kiếp lấy chồng chung, K
ẻ đắp chăn bông kẻ lạnh lùng”

「
「
諸
人
の
仮
と
な
る
」
と
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い
う
の
の
し
り
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
夫
と
同
じ
布
団
で
寝
る
者
が
い
れ
ば
、
寒
い
一
人

寝
の
者
も
い
る
」
（
つ
ま
り
、
多
妻
の
夫
は
妻
た
ち
に
対
し
て
平
等
で
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
）
と
い
う

歌
謡
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
「
多
妻
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
現
在
は
、
こ
の
制

度
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
ベ
ト
ナ
ム
の
結
婚
式
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
。
次
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
お
正
月
の
習
慣
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

二
　『
嶺
南
摭
怪
』「
チ
ュ
ン
餅ビ
ン

古
伝
」
か
ら
見
た
ベ
ト
ナ
ム
の
正
月

　

二
─
一
　
粽
と
餅
の
縁
起

　

ベ
ト
ナ
ム
の
正
月
の
お
祝
い
は
旧
暦
の
新
年
、
西
暦
で
は
一
月
か
二
月
に
行
わ
れ
ま
す
（
今
年
の
元
旦

は
一
月
二
十
三
日
で
し
た
）
。
大
晦
日
と
新
年
の
三
日
間
は
、
「
テ
ト
」
（
正
式
に
は
テ
ト
・
グ
エ
ン
・
ダ
ン
（
元

旦
節
）
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
テ
ト
は
キ
ン
族
（
ベ
ト
ナ
ム
人
）
の
最
も
重
要
な
祭
日
で
、
家
を
離
れ
て
い
る

人
も
テ
ト
の
際
に
は
必
ず
帰
省
し
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
半
月
前
か
ら
テ
ト
の
準
備
を
始
め
、
互
い
に
テ

ト
の
贈
り
物
を
し
合
い
ま
す
。
テ
ト
の
こ
ろ
に
開
か
れ
る
花
市
場
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
テ
ト
の
象
徴
で
す
。

よ
く
飾
ら
れ
る
の
は
桃
の
花
で
す
。
家
庭
で
は
、
大
晦
日
の
深
夜
に
旧
年
の
神
様
を
送
り
、
そ
の
ま
ま
新

年
の
神
様
を
迎
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
始
め
、
年
が
明
け
る
と
三
日
間
、
毎
日
お
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
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い
ま
す
。

　

新
年
の
お
祝
い
の
家
庭
訪
問
（
年
始
回
り
）
も
ベ
ト
ナ
ム
人
の
習
慣
で
、
元
日
の
朝
は
祖
先
を
ま
つ
る

祠
堂
と
長
男
の
家
に
行
き
、
祖
先
の
祭
壇
に
線
香
を
供
え
て
新
年
の
お
祝
い
を
し
ま
す
。
そ
し
て
テ
ト
向

け
の
特
別
な
料
理
を
食
べ
、
午
後
に
は
親
戚
や
友
人
の
家
を
互
い
に
訪
問
し
合
い
、
新
年
の
幸
運
を
祈
る

挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。

　

テ
ト
の
際
に
欠
か
せ
な
い
食
べ
物
は
、
バ
ン
チ
ュ
ン
と
い
う
粽

ち
ま
き

と
餅
で
す
。
バ
ン
チ
ュ
ン
と
餅
の
話
が

初
め
て
記
載
さ
れ
た
本
も
、
『
嶺
南
摭
怪
』
で
す
。
「
チ
ュ
ン
餅ビ

ン

古
伝
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

第
六
代
雄
王
が
ベ
ト
ナ
ム
を
治
め
て
い
た
時
、
譲
位
の
た
め
に
、
二
十
一
人
の
皇
子
の
中
か
ら
後

継
者
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
出
の
条
件
は
、
珍
し
い
食
べ
物
を
探
し
出
す
か
、
あ
る
い
は

自
分
で
ご
馳
走
を
作
る
か
し
て
、
年
末
に
祖
先
に
供
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
皇
子
た
ち
は
、
父
王

の
言
葉
を
聴
く
と
、
先
を
争
っ
て
珍
し
く
価
値
あ
る
食
べ
物
を
求
め
、
従
者
を
四
方
に
走
ら
せ
ま
し

た
。
山
で
も
海
で
も
、
珍
し
い
食
べ
物
が
あ
る
と
聞
け
ば
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
手
に
入
れ
よ

う
と
し
ま
し
た
。

　

二
十
一
人
の
中
で
第
十
八
番
目
の
皇
子
郎ラ

ン
リ
ョ
ウ

僚
は
、
幼
い
時
に
母
を
亡
く
し
、
孤
独
な
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
供
え
物
の
期
限
は
間
も
な
く
近
づ
い
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
ン
リ
ョ
ウ
は
ま
だ
何
も
手
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に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
困
っ
て
い

る
と
、
夢
に
神
様
が
現
れ
、
「
天
下
で
一
番
貴
重
な
も
の
は
米

で
す
。
米
は
人
間
の
食
料
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
米

を
食
べ
る
と
元
気
に
な
り
、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
る
こ
と
な

く
、
他
の
も
の
と
は
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
し
た
。
ま

た
、
「
天
と
大
地
の
姿
を
表
す
た
め
に
、
も
ち
米
を
用
い
て
四

角
い
粽
と
丸
い
餅
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
父
母
の
恩
義
を
表
す

た
め
に
、
青
い
葉
に
も
ち
米
と
珍
し
い
食
物
を
入
れ
て
、
包
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
ン
リ
ョ
ウ
は
神
に

教
え
ら
れ
た
通
り
、
四
角
い
粽
と
丸
い
餅
を
蒸
し
て
作
り
、
約

束
の
日
に
供
え
ま
し
た
。
他
の
皇
子
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
ご
馳

走
を
供
え
ま
し
た
が
、
ラ
ン
リ
ョ
ウ
は
二
品
し
か
供
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
王
が
驚
き
、
理
由
を
聞
く
と
、
ラ
ン
リ
ョ
ウ
は
具
体

的
に
夢
の
話
を
し
ま
し
た
。
王
が
ラ
ン
リ
ョ
ウ
の
粽
と
餅
を
食

べ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
味
が
あ
っ
て
美
味
し
く
、
し
か
も

飽
き
な
か
っ
た
の
で
、
王
は
ラ
ン
リ
ョ
ウ
を
選
ん
で
、
王
位
を

御餅粽
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譲
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
年
末
に
は
、
皆
が
粽
と
餅
を
作
っ

て
祖
先
に
供
え
、
正
月
料
理
と
す
る
習
慣
に
な
り
ま
し
た
。

（
抄
訳
）

　

ベ
ト
ナ
ム
は
農
業
生
産
を
中
心
と
す
る
国
で
す
か
ら
、
こ
の

話
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
米
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
円
餅
は

天
を
、
粽
は
大
地
を
か
た
ど
り
、
青
い
葉
に
包
ん
だ
も
ち
米
と

珍
味
は
父
母
の
恩
義
を
表
し
、
祖
先
の
霊
と
年
神
に
供
え
る
も

の
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
じ
農
業
国

で
も
、
日
本
人
の
考
え
は
少
し
違
っ
て
い
て
、
日
本
人
は
昔
か

ら
、
人
間
の
霊
魂
は
穀
物
の
霊
魂
と
同
じ
と
考
え
て
い
ま
し
た

か
ら
、
丸
め
た
ご
飯
は
霊
魂
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
し
て
、
農

具
の
箕
の
上
に
の
せ
て
祖
先
の
霊
と
年
神
に
供
え
ま
し
た

（
６
）

。

　

二
─
二
　
年
ケ
イ
ネ
エ
ウ木
の
縁
起

　

日
本
で
門
松
を
立
て
る
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
年
木
を
立
て
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は

粽の原料は、森の葉（ラーゾン）、もち米、豚肉と青い豆
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松
が
少
な
く
、
竹
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
年
木
に
は
竹
が
使

わ
れ
ま
す
。
年
木
の
縁
起
は
『
嶺
南
摭
怪
』
な
ど
の
漢
文
説
話
に
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昔
話
に
は
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

　

昔
、
鬼
が
た
く
さ
ん
い
て
、
土
地
は
全
部
鬼
に
所
有
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
人
間
は
田
圃
が
な
い
の
で
、
仏
に
鬼
か
ら
土
地
と

田
圃
を
取
り
返
す
よ
う
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
人
間
は
鬼

と
契
約
し
て
、
土
地
に
竹
を
立
て
、
竹
の
上
に
袈
裟
を
か
け
ま

し
た
。
袈
裟
の
陰
の
広
さ
が
人
間
の
土
地
に
な
る
と
い
う
契
約

で
す
。
仏
が
袈
裟
の
陰
を
海
ま
で
広
げ
ま
し
た
。
土
地
を
失
く

し
て
し
ま
っ
た
鬼
は
、
怒
っ
て
人
間
と
戦
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
は
仏
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、

竹
の
葉
（
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
葉
）
、
に
ん
に
く
、
石
炭
の
粉
な
ど
鬼
が
怖
が
る
物
を
準
備
し
て
、
鬼
が

来
る
と
そ
れ
ら
を
投
げ
つ
け
ま
し
た
。
鬼
は
怖
が
っ
て
逃
げ
ま
し
た
が
、
年
に
、
一
、
二
回
、
海
か

ら
陸
地
に
上
が
っ
て
、
鬼
の
祖
先
の
墓
を
訪
ね
る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
、
仏
に
願
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
毎
年
、
一
年
の
初
め
に
鬼
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
は
害
を
う
け
な
い
よ
う
に
庭

年木を立てる習慣もあります
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に
竹
を
立
て
、
竹
の
先
に
土
の
磬
（
古
代
の
打
楽
器
）
を
付
け
ま
し
た
。
風
が
吹
く
と
磬
の
音
が
鳴
り
、

鬼
は
そ
の
音
を
聞
く
と
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。
（
抄
訳
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
一
年
の
初
め
に
竹
を
立
て
る
の
は
、
鬼
を
防
ぐ
た
め
な
の
で
す
。
ま
た
、

石
炭
の
粉
を
播
く
代
わ
り
に
、
年
末
に
家
を
掃
除
す
る
と
き
、
家
の
壁
に
石
炭
の
粉
を
水
で
溶
い
た
石

炭
水
を
塗
る
習
慣
が
で
き
ま
し
た
。“ Thịt m

uối dưa hành câu đối đỏ, C
ây nêu tràng pháo bánh chưng 

xanh”

「
塩
肉
、
漬
物
、
対
連
、
年
木
、
爆
竹
、
青
い
ち
ま
き
」
と
い
う
歌
謡
に
あ
る
よ
う
に
、
お
正
月

に
は
年
木
が
不
可
欠
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
爆
竹
が
禁
止
さ
れ
、
竹
を
立
て
る
の
も
あ
ま
り
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
「
一
年
の
初
め
に
そ
の
年
の
豊
作
と
家
族
の
幸
福
を
約
束
し
て
く
れ
る
年
神
が
山
か
ら
下

り
て
く
る
と
き
に
ま
ず
、
目
標
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
入
る
前
に
い
っ
た
ん
と
ま
っ
て
も
ら
う
た
め
の

「
依よ

り
し
ろ代

」
と
し
て
、
松
が
立
て
ら
れ
ま
す

（
７
）

」
。
ベ
ト
ナ
ム
の
昔
話
で
日
本
と
比
べ
る
と
違
う
の
は
、
「
一
年

の
初
め
に
竹
を
立
て
る
の
は
鬼
を
防
ぐ
た
め
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
大
昔
か
ら
、

神
霊
は
大
樹
に
憑
依
す
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時
何
か
異
変
が
起
き
る
と
、
大
樹
に
憑
依
し
た
神
霊

が
必
ず
降
臨
し
て
、
お
告
げ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
間
と
妖
怪
と
が
出
会
う
場
所
も
、
樹
の
下
が
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
鬼
神
が
木
に
宿
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
漢
文
説
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話
に
は
、
木
に
宿
る
鬼
神
の
話
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
神
と
祖
先
が
お
正
月
に
年
木
か
ら

降
り
て
家
に
入
る
と
い
う
類
の
話
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
漢
文
説
話
に
は
ま
だ
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
ベ
ト
ナ
ム
の
お
正
月
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
次
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
大
事
に
し
て
い
る

お
葬
式
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

三
　
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式

　

三
─
一
　
ベ
ト
ナ
ム
の
諸
家
礼
に
見
る
葬
式

　

人
間
は
生
ま
れ
て
き
て
、
必
ず
死
ぬ
も
の
で
す
が
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
葬
式
は
誕
生
の
儀
礼
よ

り
も
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
が
一
七
三
八
年
に
編
纂
し
た
『
胡
尚
書
家
礼
』
（
漢
喃
研

究
院
図
書
番
号AB.592

）
の
序
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
父
母
が
生
き
て
い
る
う
ち
は
葬
礼
を
見
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
根
強
い
一
方
、
実

際
に
死
に
臨
ん
で
か
ら
家
礼
を
慌
て
て
読
ん
で
も
間
に
合
わ
ず
、
不
孝
と
し
て
笑
わ
れ
ま
す
。
父
母

の
恩
に
報
い
る
た
め
に
は
礼
書
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
礼
書
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
礼
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
。
こ
の
よ
う
に
、
葬
式
は
大
切
に
扱
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
適
訳
）
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こ
れ
ま
で
も
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式
に
つ
い
て
研
究
す
る
国
内
の
研
究
者
は
い
ま
し
た
が
、
漢
字
が
読
め
な

い
と
い
う
理
由
で
、
残
さ
れ
た
資
料
を
直
接
利
用
で
き
ず
、
い
ま
だ
十
分
な
研
究
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
近
、
慶
應
義
塾
大
学
の
嶋
尾
稔
氏
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
編
纂
し
た
諸
家
礼
を
検
討
し
、
「
ベ

ト
ナ
ム
の
家
礼
と
民
間
文
化
」
と
い
う
論
文
を
書
き
ま
し
た

（
８
）

。
著
者
に
よ
る
と
、
漢
喃
研
究
院
が
所
蔵
す

る
文
献
の
中
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
資
料
が
三
種
類
あ
り
ま
す
。
『
胡
尚
書
家
礼
』

と
『
捷
径
家
礼
』
（AB.572

）
、
そ
れ
に
『
寿
梅
家
礼
』
（AB.592

）
で
す
。
嶋
尾
論
文
の
内
容
を
ま
と
め

る
と
、
ま
ず
、
「
家
礼
に
基
づ
く
葬
礼
の
複
雑
な
規
定
を
ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に

そ
の
一
連
の
行
事
に
関
す
る
諸
規
定
を
字
喃
表
記
の
ベ
ト
ナ
ム
語
で
記
述
し
た
」
と
い
う
こ
と
。
「
夫
に

先
立
た
れ
た
母
や
妻
の
父
母
に
対
す
る
服
喪
に
関
し
て
中
国
の
家
礼
と
は
異
な
る
規
定
が
見
ら
れ
」
、
ま

た
、
十
八
世
紀
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
『
寿
梅
家
礼
』
は
「
改
葬
に
関
し
て
風
水
説
を
引
用
し
て
墓
が
子
孫

に
不
幸
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
に
改
葬
す
る
よ
う
に
指
示
を
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
。

十
九
世
紀
に
は
、
「
『
胡
尚
書
家
礼
』
と
『
捷
径
家
礼
』
は
姿
を
消
し
、
村
の
知
識
人
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
た

『
寿
梅
家
礼
』
の
み
が
普
及
す
る
」
な
ど
で
す
。

　

現
在
、
農
村
部
で
は
漢
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
人
は
少
な
く
な
り
、
葬
式
の
儀
礼
や
次
第
は
村
の
専

門
的
な
呪
術
師
、
霊
媒
師
に
教
え
て
も
ら
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
年
長
者
か
ら
教
え
て
も
ら
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昔
の
葬
式
と
は
少
し
違
う
内
容
も
見
ら
れ
ま
す
。
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私
は
葬
式
を
研
究
す
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嶋
尾
先
生
の
依
頼
で
、
家
礼
に
あ
る
字
喃
テ
キ
ス
ト

を
現
代
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
五
月
八
日
に
ベ
ト
ナ
ム
社
会

科
学
院
東
北
ア
ジ
ア
研
究
院
に
お
い
て
、
専
修
大
学
の
嶋
根
克
己
氏
が
「
日
本
人
の
ラ
イ
フ
エ
ン
ド
と
葬

祭
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
、
東
北
ア
ジ
ア
研
究
院
の
ゴ
・
フ
ォ
ン
・

ラ
ン
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
嶋
根
氏
の
発
表
資
料
に
は
「
日
本
の
葬
儀
の
変
化
と
葬
祭
業
者
の

登
場
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
「
ベ
ト
ナ
ム
で
み
た
葬
儀
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
嶋
根
氏
は
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
儀
を
比
較
す
る
と
、
「
女
性
た
ち
が
参
加
者
の
た
め
に
食
事
を
用
意
す
る
こ
と
な

ど
、
ベ
ト
ナ
ム
の
田
舎
の
葬
儀
と
よ
く
似
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
最
近
日
本
で
注
目
を

浴
び
た
映
画
に
「
お
く
り
び
と
」
が
あ
る
。
こ
の
映
画
は
日
本
で
は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
で
も
話
題
に
な
っ
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
映
画
の
主
人
公
が

葬
儀
業
者
で
あ
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
葬
儀
業
者
と
い
う
の
は
誰
も
や
り
た
が
ら
な

い
仕
事
、
あ
る
い
は
ど
こ
か
い
か
が
わ
し
い
仕
事
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（
今
で
も
そ
う
考
え

る
人
た
ち
が
い
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
映
画
で
は
、
主
人
公
が
自
分
の
仕
事
の
重
要
性
に
見
覚
め
、
専
門
的

な
職
業
人
と
し
て
他
者
の
死
後
の
始
末
を
す
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
始
め
て
い
く
。
ど
う
で
し
ょ
う
。
ベ

ト
ナ
ム
に
は
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
う
い
う
人
た
ち
の
生
き
方

が
映
画
に
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
、
「
こ
の
映
画
で
は
、
お
葬
式
の
や
り
方
を
知
ら
な
い
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都
会
人
が
、
突
然
の
葬
儀
を
取
り
仕
切
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
、
話
題
の
中
心
で
す
。
自
分

の
親
の
お
葬
式
の
仕
方
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
。
あ
る
い
は
な
ぜ
故
郷
の
人
た
ち
が
手
伝
わ
な
い
の
か

と
、
不
思
議
に
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
ま
で
、
嶋
根
先
生
が
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式
に
興
味
を
も
つ
理
由
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
で
は
嶋
根
先
生
の
指
摘
に
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式
に
つ
い
て
、
民
族
学

的
方
法
で
写
真
や
文
章
と
し
て
記
録
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
の
民

族
研
究
院
が
葬
式
に
関
す
る
研
究
論
文
や
書
籍
を
所
蔵
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
嶋
尾
氏
の
参
考
文
献

に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
）
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
以
下
で
は
、
親
の
葬
式
を
中
心
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
葬

式
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

両
親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
喪
主
は
長
男
が
務
め
ま
す
。
男
子
が
い
な
い
家
庭
で
は
、
男
性
の
親
族
ま

た
は
女
性
が
務
め
ま
す
。
葬
式
の
日
取
り
は
、
占
い
師
に
占
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
入
棺
式
で
は
、
遺
体
を

沐
浴
さ
せ
る
た
め
に
生
姜
湯
を
沸
か
し
、
そ
の
湯
に
タ
オ
ル
を
浸
し
て
遺
体
を
頭
か
ら
拭
き
、
新
し
い
衣

服
を
着
せ
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
土
葬
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
改
葬
す
る
と
き
に
手
足
の
指
の
骨
が
失

わ
れ
な
い
よ
う
、
手
袋
、
靴
下
の
よ
う
な
丈
夫
な
衣
を
は
か
せ
ま
す
。
ま
た
、
死
者
が
眠
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
化
粧
を
施
し
ま
す
。
次
は
飯
含
式
で
、
裕
福
な
家
族
は
遺
体
の
口
に
お
金
を
含
ま
せ
ま
す
。
昔
の

規
定
で
は
、
男
性
は
七
ド
ン
、
女
性
は
九
ド
ン
で
し
た
（
現
在
は
自
由
で
す
）
。
こ
れ
は
、
男
性
に
は
三
つ
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の
魂
、
七
つ
の
魄
が
あ
り
、
女
性
に
は
三
つ
の
魂
、
九
つ
の
魄
が
あ
る
と
い
う
観
念
に
よ
る
も
の
で
す
。

貧
し
い
家
族
は
、
お
金
の
代
わ
り
に
ご
飯
を
含
ま
せ
ま
す
。
飯
含
式
に
は
、
死
者
の
霊
が
幽
冥
で
餓
え
な

い
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
棺
に
は
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
日
用
品
、

た
と
え
ば
、
筆
、
眼
鏡
、
米
、
塩
、
鍋
、
小
銭
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
臭
と
体
液

吸
収
の
た
め
に
、
棺
底
に
焙
じ
た
茶
葉
を
敷
き
ま
す
。

　

次
に
「
招
魂
」
（
魂
を
呼
ぶ
）
式
を
行
い
ま
す
が
、
遺
体
を
入
棺
す
る
前
に
、
長
男
（
喪
主
）
は
屋
根
に

登
り
、
亡
く
な
っ
た
父
あ
る
い
は
母
に
「
お
父
さ
ん
／
お
母
さ
ん
」
と
三
度
呼
び
か
け
ま
す
。
呼
び
か
け

る
と
遺
体
が
蘇
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

遺
体
を
棺
に
納
め
る
と
き
、「
寅
、
申
、
巳
、
亥
、
四
行
衝
」
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
死
者
の
親
類
（
子

ど
も
も
含
む
）
と
、
死
者
と
同
じ
生
ま
れ
年
（
お
よ
び
相
克
年
生
ま
れ
）
の
者
は
、
棺
の
そ
ば
に
立
つ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
納
棺
後
に
は
、
「
魂
帛
」
（
霊
床
）
を
設
け
ま
す
。
魂
帛
は
、
白
絹
布
を
用
い
て
作
っ
た

神
の
「
依
代
」
で
す
。
埋
葬
ま
で
、
棺
は
家
に
置
か
れ
ま
す
。
棺
前
に
は
遺
影
、
香
炉
、
灯
火
、
生
花
な

ど
が
供
え
ら
れ
ま
す
。

　

喪
服
と
し
て
、
親
族
は
哀
悼
の
意
を
示
す
た
め
に
粗
衣
を
着
ま
す
。
父
（
夫
）
の
葬
儀
で
は
、
娘
と
嫁

は
全
員
白
い
ガ
ー
ゼ
地
の
粗
布
の
貫
頭
衣
を
か
ぶ
り
、
バ
ナ
ナ
の
茎
を
紐
に
し
て
締
め
ま
す
。
息
子
は
娘

や
嫁
と
同
じ
衣
服
を
着
て
、
さ
ら
に
藁
を
注
連
縄
の
よ
う
に
頭
に
被
り
、
竹
を
つ
け
、
白
布
で
鉢
巻
き
を
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締
め
、
背
中
に
布
の
先
を
垂
ら
し
ま
す
。
親
戚
で
あ
れ
ば
、
白
布
の
先
を
短
め
に
し
ま
す
。
親
戚
の
姪
と

甥
で
あ
れ
ば
、
白
布
を
丸
く
包
み
ま
す
。
父
方
の
曾
孫
は
黄
色
、
玄
孫
は
赤
色
で
す
。

　

棺
の
上
に
は
、
ご
飯
と
ゆ
で
卵
を
盛
っ
た
茶
碗
に
、
死
者
の
持
ち
物
と
し
て
区
別
す
る
た
め
、
さ
さ
ら

状
に
む
い
た
箸
を
刺
し
て
載
せ
ま
す
。
息
子
（
喪
主
）
は
棺
の
前
に
立
ち
、
弔
問
客
に
答
礼
し
ま
す
。
娘

と
嫁
は
棺
の
左
右
に
座
っ
て
泣
き
ま
す
。
弔
問
客
は
、
団
体
で
あ
れ
ば
花
輪
と
お
金
を
供
え
ま
す
。
個
人

八音

で
あ
れ
ば
、
お
金
を
供
え
ま
す
。
昔
の
供
え
物
は
米
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
最
近
で
は
米
の
代
わ
り
に
お
金
を
供
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
喪
主
の
家
族
は
弔
問
客
の
供
え
物
を
メ
モ
し
ま
す
。

農
村
で
は
、
弔
問
客
に
供
え
物
を
返
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

通
常
は
、
一
晩
の
通
夜
の
後
に
出
棺
し
ま
す
。
仏
教
徒
の
葬
列

は
、
先
頭
に
バ
ー
ヴ
ァ
イ
と
い
う
僧
衣
を
着
た
在
家
女
性
た
ち
が

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
記
し
た
旗
を
掲
げ
て
歩
き
、
次
い
で
「
八
音
」

の
楽
団
が
音
楽
を
奏
で
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
さ
ら
に
親
族
が
、
花

輪
や
「
千
秋
永
別
」
、
「
仙
景
間
遊
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
旗
を
掲
げ

て
歩
き
、
棺
の
前
で
は
、
長
男
（
喪
主
）
が
後
ろ
向
き
に
歩
き
ま
す
。
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棺
の
後
ろ
に
家
族
と
親
戚
、
友
人
、
隣
人
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　

三
─
二
　『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
見
た
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式

　

ベ
ト
ナ
ム
の
葬
式
に
お
い
て
一
番
大
切
な
儀
式
は
、
「
八
音
」
と

い
う
特
別
な
音
楽
で
す
。
楽
器
は
太
鼓
、
笛
、
ギ
タ
ー
、
二
弦
の
琴
、

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
ラ
ッ
パ
、
一
弦
の
琴
な
ど
で
す
。
遺
体
を
棺
に
入

れ
る
儀
式
の
後
、
葬
式
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。
演
奏
は
埋
葬
が
終
わ

る
ま
で
続
き
ま
す
。

　

葬
式
に
関
す
る
記
載
は
『
寿
梅
家
礼
』
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
漢
文

説
話
に
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の
『
今
昔
物
語
集
』

に
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
葬
式
と
演
奏
の
表
現
と
共
通
す
る
話
が

あ
り
ま
す
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
三
十
六
話
は
、
「
西
国
よ
り
徒
歩
で
京
に
急
行
し
た
男
が
播
磨

国
印
南
野
で
葬
送
に
出
会
い
、
墓
中
か
ら
怪
物
が
出
て
き
た
の
を
鬼
か
と
思
っ
て
切
り
倒
し
た
と
こ
ろ
、

何
と
そ
れ
が
大
野
猪
だ
っ
た
」
と
い
う
話
で
す
。
そ
こ
に
葬
式
に
つ
い
て
の
文
章
が
あ
り
ま
す
。
「
夜
ふ

け
の
こ
ろ
、
は
る
か
西
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
鉦
を
叩
き
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
や
っ
て
く
る
音
が

か
す
か
に
聞
こ
え
て
き
た
。
男
は
ひ
ど
く
怪
し
く
思
い
、
そ
の
方
角
を
見
や
る
と
、
多
く
の
人
が
松
明
を

ベトナムの葬式における八音
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た
く
さ
ん
と
も
し
連
れ
だ
っ
て
や
っ
て
く
る
。
な
に
か
多
く
の
僧
が
い
て
、
鉦
を
う
ち
念
仏
を
唱
え
、
多

数
の
俗
人
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
て
き
て
い
る
の
だ
っ
た
。
し
だ
い
に
近
づ
い
て
来
る
の
を
見
て
、
何
だ
葬

式
の
行
列
だ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
る
う
ち
、
こ
の
男
の
い
る
小
屋
の
す
ぐ
そ
ば
に
ま
っ
す
ぐ
や
っ
て

き
た
の
で
、
気
味
悪
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
（
中
略
）
葬
式
は
す
っ
か
り
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
ま
た
、
鋤
、

鍬
な
ど
を
も
っ
て
下
人
共
が
数
知
ら
ず
や
っ
て
き
て
、
見
る
見
る
う
ち
に
墓
を
作
り
、
そ
の
上
に
卒
都
婆

を
も
っ
て
き
て
立
て
た
。
す
ぐ
に
す
っ
か
り
作
り
終
え
、
そ
の
後
み
な
帰
っ
て
行
っ
た

（
９
）

」
。
当
時
の
日
本

人
の
葬
式
の
始
終
、
出
棺
か
ら
お
墓
を
作
り
、
卒
都
婆
を
立
て
終
え
る
ま
で
を
描
写
す
る
話
で
す
。
ま
た
、

『今昔物語集』における楽人

（正宗敦夫編『舞圖　信西古樂圖』

日本古典全集刊行會、1929 年より）

「
人
を
葬
る
場
所
は
前
も
っ
て
そ
の
準
備
が

し
て
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
埋

葬
の
前
に
小
屋
や
墓
を
建
て
る
な
ど
、
葬
式

の
前
に
準
備
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
日
本
の
葬
式
は
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の

葬
式
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。
た
だ
、
一
部

の
少
数
民
族
を
除
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
キ

ン
族
で
は
、
小
屋
を
作
る
習
慣
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
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ベ
ト
ナ
ム
で
は
人
が
昏
睡
状
態
に
陥
っ
て
、
な
か
な
か
死
な
な
い
と
、
僧
に
頼
ん
で
お
経
を
読
ん
で

も
ら
う
習
慣
も
あ
り
ま
す
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
第
二
十
三
話
に
、
似
た
よ
う
な
話
が
み
ら
れ
ま
す
。

丹
波
国
の
聖
人
は
極
楽
往
生
を
切
望
す
る
あ
ま
り
、
年
ご
と
の
大
晦
日
に
弟
子
を
阿
弥
陀
仏
の
使
者
に
仕

立
て
て
聖
衆
来
迎
を
得
、
つ
い
に
は
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
話
で
す
。
そ
の
話
に
、
次
の
よ
う
な
文

章
が
あ
り
ま
す
。
「
い
つ
し
か
迎
講
の
日
が
き
て
、
儀
式
な
ど
大
変
美
々
し
く
始
ま
る
と
、
聖
人
は
香
炉

に
香
を
た
い
て
娑
婆
に
な
ぞ
ら
え
た
場
所
に
す
わ
っ
て
い
ま
す
。
人
の
扮
し
た
仏
が
し
だ
い
に
近
づ
い
て

お
い
で
に
な
る
と
観
音
は
紫
紺
の
台
を
捧
げ
持
ち
、
勢
至
は
天
蓋
を
さ
し
か
け
、
天
の
伎
楽
の
場
札
は
鶏

婁
子
を
前
に
し
て
妙
な
る
音
楽
を
奏
し
、
仏
に
従
っ
て
き
ま
す
。
（
中
略
）
そ
の
時
聖
人
は
息
絶
え
て
死

ん
で
い
た
の
で
す

（
（（
（

」
。
さ
て
、
現
在
の
日
本
で
は
、
葬
式
の
際
に
は
ど
の
よ
う
な
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

ま
と
め

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
古
典
文
学
と
は
、
漢
字
・
字
喃
で
書
か
れ
た
古
い
文
学
を
意

味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ベ
ト
ナ
ム
古
典
文
学
は
、
漢
文
文
学
と
字
喃
文
学
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
現
存
す

る
古
典
文
学
史
料
は
、
主
に
漢
喃
研
究
院
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
古
典
文
学
は
ベ

ト
ナ
ム
民
族
の
文
化
的
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
映
し
出
す
た
め
、
そ
こ
か
ら
は
檳
榔
を
噛
む
習
慣
、
檳
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榔
を
結
婚
の
結
納
と
し
て
採
用
す
る
習
慣
、
正
月
の
料
理
と
し
て
粽
と
餅
を
食
べ
る
習
慣
、
さ
ら
に
は
午

睡
を
と
る
習
慣
な
ど
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
具
体
的
な
生
活
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
と
同
じ
く
、

ベ
ト
ナ
ム
で
も
昔
は
結
婚
す
る
前
に
仲
人
が
必
要
で
し
た
。
正
月
の
代
表
的
な
食
べ
物
は
餅
で
す
が
、
円

餅
の
意
味
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
で
は
少
し
違
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
葬
儀
と
類
似

し
た
も
の
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
の
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
文
化
と
い
う
共
通
の
根
を
、
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
回
、
日
本
人
お
よ
び
外
国
人
研
究
者
の
研
究
業
績
を
把
握
す
る

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
後
補
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
今

後
、
ベ
ト
ナ
ム
の
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
諸
国
の
研
究
者
が
よ
り
広
く
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

漢
字
文
化
圏
に
つ
い
て
の
新
た
な
認
識
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

注（
１
）　

「
俗
語･

歌
謡
」
『
ベ
ト
ナ
ム
人
の
民
間
文
学
総
集
』
（
社
会
科
学
出
版
社
、
ハ
ノ
イ
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（
２
）　

馬
淵
和
夫
ほ
か
校
注
・
訳
『
今
昔
物
語
集
』
一
─
四
（
秋
山
虔
ほ
か
編
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』

二
一
─
二
四
、
小
学
館
、
一
九
七
一
─
一
九
七
六
年
）
。

（
３
）　

フ
ァ
ン
・
ヂ
ン
・
ホ
ー
（Phạm

 Đ
ình H

ổ

）
（
一
七
六
八
─
一
八
三
九
）
。
『
雨
中
随
筆
』
（
漢
喃
研
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究
院
図
書
番
号A.1279

）
。
編
纂
さ
れ
た
年
代
は
不
明
。

（
４
）　

「
檳
榔
子
を
細
く
切
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
す
り
潰
し
た
も
の
を
、
キ
ン
マ
（
コ
シ
ョ
ウ
科
の
植

物
）
の
葉
に
く
る
み
、
少
量
の
石
灰
と
一
緒
に
噛
む
。
場
合
に
よ
っ
て
は
タ
バ
コ
を
混
ぜ
る
こ
と
も
あ

る
。
し
ば
ら
く
噛
ん
で
い
る
と
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
む
種
子
の
成
分
と
石
灰
、
唾
液
の
混
ざ
っ
た
鮮

や
か
な
赤
や
黄
色
い
汁
が
口
中
に
溜
ま
る
。
こ
の
赤
い
唾
液
は
飲
み
込
む
と
胃
を
痛
め
る
原
因
に
な
る

の
で
吐
き
出
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ビ
ン
ロ
ウ
の
習
慣
が
あ
る
地
域
で
は
、
道
路
上
に
赤
い
吐
き
出

し
た
跡
が
み
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
軽
い
興
奮
・
酩
酊
感
が
得
ら
れ
る
が
、
煙
草
と
同
じ
よ
う
に

慣
れ
て
し
ま
う
と
感
覚
は
鈍
る
。
そ
し
て
最
後
に
ガ
ム
の
よ
う
に
噛
み
残
っ
た
繊
維
質
は
吐
き
出
す
」

（W
ikipedia

（ja.w
ikipedia.org/w

iki/

ビ
ン
ロ
ウ
）
よ
り
）
。

（
５
）　

石
井
研
士
『
結
婚
式
幸
せ
を
創
る
儀
式
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
五
年
。

（
６
）　

岩
井
宏
實
『
日
本
の
年
中
行
事
百
科
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七
年
、
一
八
頁
。

（
７
）　

同
右
。

（
８
）　

嶋
尾
稔
「
ベ
ト
ナ
ム
の
家
礼
と
民
間
文
化
」 

（
山
本
英
史
編
『
ア
ジ
ア
の
文
人
が
見
た
民
衆

と
そ
の
文
化
』
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）
。

（
９
）　

馬
淵
和
夫
ほ
か
校
注
・
訳
『
今
昔
物
語
集
』
四
、 

一
三
四
頁
。

（
10
）　

馬
淵
和
夫
ほ
か
校
注
・
訳
『
今
昔
物
語
集
』
二
、 
九
四
頁
。
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参
考
資
料

石
井
研
士
『
結
婚
式
幸
せ
を
創
る
儀
式
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
五
年
。

岩
井
宏
實
監
修
『
日
本
の
年
中
行
事
百
科
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七
年
。

宮
田
登
『
冠
婚
葬
祭
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
九
年
。

柳
田
国
男
監
修
『
民
俗
学
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
二
年
。

大
間
知
篤
三
『
婚
姻
の
民
俗
学
』
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
七
年
。

高
群
逸
枝
『
日
本
婚
姻
史
』
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
。

伊
藤
一
男
「
結
婚
」
山
中
裕
・
鈴
木
一
雄
編
『
平
安
時
代
の
儀
礼
と
歳
事
』
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
。

小
峯
和
明
編
『
『
今
昔
物
語
集
』
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
。

桜
井
由
躬
雄
・
桃
木
至
朗
編
『
ベ
ト
ナ
ム
の
事
典
』
同
朋
舎
、
一
九
九
九
年
。

小
松
和
彦
『
い
ざ
な
ぎ
流
の
研
究
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

桜
井
徳
太
郎
『
民
間
信
仰
』
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
。

竹
田
旦
『
祖
霊
祭
祀
と
死
霊
結
婚
』
人
文
書
院
、
一
九
九
〇
年
。

柴
田
実
『
中
世
庶
民
信
仰
の
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
』
第
一
集
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
。



発表を終えて

　私が初めて外国人研究員として来日したのは 1993 年、東京大学東洋文化研究所

での一年でした。帰国してからは社会科学院漢喃研究院に戻り、ベトナムの漢文

説話と日本の説話を引き続き研究してきました。2005 年にハノイ師範大学で博士

の学位を取得した後も、ベトナム・日本・中国の三ヶ国における漢文説話の比較

研究を続け、さらに数年前からは、文学以外の、おもに文化人類学の角度から、三ヶ

国の古典文学を探ってきました。そして昨年（2011 年）、日文研の外国人研究員

に着任し、一年間を過ごしました。受け入れ先である国際日本文化研究センター・

総合研究大学院大学の小松和彦教授をはじめ、他の日本人専門家のご指導を受け

ながら文献研究や資料調査を行うことを通じて、日本の説話における鬼神の世界

について研究してきました。日文研での研究テーマは、ベトナムと日本の民族・

習慣・信仰の研究でした。

　今回、日本古来の政治、文化、宗教などの中心地京都で、市民の皆さんを前に

「ベトナムの習慣と信仰を古典文学に探る」というテーマでお話をすることができ

て、たいへん嬉しく思っております。発表したように、日本のお正月の飾り門松

は、ベトナムの昔話のものとは少し異なりますが、両国の漢文説話では大昔から、

神霊が大樹に憑依するという観念を共有してきました。また、当時は何か異変が

起きると、大樹に憑依した神霊が必ず降臨して、お告げを行ったものでした。人

間と妖怪とが出会う場所は樹の下が多く、ベトナム人は鬼神が木に宿るというこ

とを信じています。両国の漢文説話には、木に宿る鬼神の話が少なくありません。

今後は、両国の説話から人々の信仰について研究していくつもりです。また、日

本の『今昔物語集』には、ここで取り上げたベトナムの葬式における演奏の表現

と共通するものがありますが、説話から両国の文化を理解するうえで、その研究

に一層努力しなければならないと思います。

　今回の講演に熱心に耳を傾け、多くの質問をし、ベトナムと日本の習慣・信仰

の異同に大きな関心を示してくださったご来場の皆さんに感謝します。また、京

都市民の文化活動に対する関心の高さにも感心させられています。日文研で研究

する外国人研究者の研究成果を京都市民に紹介するという日文研フォーラムは、

本当に有意義な活動だと思います。当日はコメンテーターとして助言いただくと

ともに、客席からの質問をまとめてくださり、今回の発表原稿についてもいろい

ろと貴重なご意見を賜った小松和彦教授にお礼を申し上げます。また、今回の発

表で多くのご協力をいただいた研究協力課

の皆さんにも感謝しております。今後とも

このような交流が維持されていくことを期

待しております。



日文研フォーラムの過去の開催一覧ならびに報告書の全文は、

日文研のホームページでご覧いただけます。

http://www.nichibun.ac.jp/event/archive/forum.html
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